
学校番号 1001 

令和２年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 3 年世界史Ｂ 
単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳説世界史 改訂版 （山川出版） 

副教材等 ニューステージ世界史詳覧 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じる。  

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。  

・歴史を背景とした世界の国の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。  

・現代の諸課題を近現代史を中心とする歴史と結び付け歴史的観点から考察することができる。  

・世界の歴史を地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる日

本国民としての自覚と資質を養う。  

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

学習活動を通して、

世界の諸地域の歴史

過程や文化、その交

流に関心を持ち、学

習活動に自ら積極的

に学ぶ姿勢を培う。 

世界の諸地域特有な

民族・風土・文化を自

ら考察することによ

って理解を深め、過

去から現在へと継続

する歴史過程を適切

に洞察する能力を身

につける。 

教科書や諸資料集か

ら適切な情報を読み

取り、年表・地図の作

成や書き込み教材へ

の記述、授業での発

言をすることで、そ

の理解を深めること

ができる。 

歴史的な事象を、各

地域の歴史である

縦軸と、その伝播・

交流である横軸の

交錯によるものと

してとらえ、すべて

の要素により世界

史が成り立ってい

ることを理解する。 

評
価
方
法 

出席状況・授業態度・

課題への取り組みと

提出、ノートの提出

などで評価 

授業での発言やその

考え方、定期テスト

などで評価 

授業での発言や定期

テスト、課題などで

評価 

授業での発言や定

期テスト、課題など

で評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄 

トルコ・イラン世界の展開 

ムガル帝国の交流とう何アジ

ア公益の発展 

○ 

○ 

 ○  

○ 

a: ティムール・オスマン帝国・サファ

ヴィー朝の領域拡大の過程や交流

について感心を持って学習しようとし

ている。 

ｄ･c: ムガル帝国の当地システムと

イスラーム教徒とヒンドゥー教徒融合

の試み、インド地方政権の台頭や東

南アジア交易世界の発展に関する

基本的な知識を身につけている。 

書き込み教

材提出 

中間考査 

 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
動
揺 

 

オスマン帝国支配の同様と西

アジア地域の変容 

南アジア・東南アジアの植民

地化 

東アジアの激動 

○ 

 

○ 

 

○ 

○  ○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:ヨーロッパ諸国の干渉によるア

ジア地域における従来の体制の動

揺と近代化改革、日本の開国など

アジア国際秩序の再編を理解す

る。 

b.ヨーロッパ進出と各地域内情勢

の双方の視点から考察し、文章に

まとめる。 

d:アジアの繁栄とヨーロッパ世界

の拡大を背景とした世界の一体

化、ヨーロッパ中心の世界の構造

化が進展していった過程に関する

基本的な知識を身につけている。 

書き込み教

材提出 

 

期末考査 



２
学
期 

帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動 

帝国主義と列強の展開 

世界分割と列強対立 

アジア諸国の改革と民族運動 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

a:欧米列強が植民地獲得や勢力圏

拡大の競争を繰り広げた結果、列

強の二極化が進み、第一次世界大

戦につながる危機が高まっていっ

たことを関心を持って学習しよう

としている。 

b:経済力と軍事力を背景とする欧

米列強の支配による世界の一体化

が、世界各地の社会の変容に与え

た影響について考察し、文章にま

とめる。 

c:アジア・アフリカ。太平洋地域の

関連、同盟・協商関係図を図版など

の諸資料を用いて把握しようとし

ている。 

d:帝国主義の特質と帝国主義時代

の欧米列強の国内問題に関する基

本的知識を身につけている。 

書き込み教

材提出 

 

中間考査 



 

二
つ
の
世
界
大
戦 

第一次世界大戦とロシア革命 

ヴェルサイユ体制化の欧米諸

国 

アジアアフリカ地域の民族運

動 

世界恐慌とファシズム諸国の

侵略 

第二次世界大戦 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:アジア諸民族の民族運動が大衆

的な基盤を持ち、世界史の新しい

潮流を作り出したことについて、

関心を持って学習しようとしてい

る。 

b:第一次・第二次世界大戦の原因

や性格について、これまでの戦争

等の違いを多角的に考察し、戦後

の国際社会の方向性と関連付けて

考察し、文章にまとめる。 

c:教科書に掲載されているドイツ

国境を中心としたヨーロッパの地

図、ドーズ案後の資本の国際的循

環を示す諸資料やその後の世界恐

慌中の工業生産の推移を示す諸資

料、地図図版・写真などを適切に活

用している。 

d: 第一次世界大戦の帝国主義間

の覇権争いとしての性格、経過と

影響に関する基本的な知識を身に

つけている。 

第二次世界大戦におけるヨーロッ

パから太平洋に至る戦場の広域

化、強制収容所の建設や核兵器の

使用といった残虐行為など、戦争

の参加に関する基本的な知識を身

につけている。 

 

３
学
期 

冷
戦
と
第
三
世
界
の
独
立 

戦後世界秩序の形成とアジア

諸地域の独立 

米ソ冷戦の激化と西欧・日本

の経済復興 

現在の世界 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 ○ a: 米ソそれぞれの経済協力と軍

事ブロックの形成による冷戦構造

について、関心を持って学習しよ

うとしている。 

b:西欧や日本の経済的な復興や高

度成長を、戦後の国際政治に与え

た影響と関連付けて考察し、文章

にまとめる。 

ｄ：国際連合を柱とした戦後の世

界秩序の形成、ヨーロッパの東西

分断と冷戦体制の確立、冷戦後の

アジア諸地域の独立に関する基本

的な知識を身につけている。 

書き込み教

材提出 

 

期末考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   c:資料活用の技能      d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に

評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


